
一月例会報告一

月例会r長期予報・大気大循環」の報告

　上記の月例会が2月25日午後より，気象庁予報部会議室で行われた．5題の話題提供の他，

気象庁気候変動対策室手塚雅美調査官より　「ヨー・ッパの気候変動対策業務整備状況につい

て」と題する紹介があった．延べ50名が出席し，熱心な質疑応答・討論がなされた．以下に5

題の要旨を報告する．

　1．137。E線の海水温と東京の出梅について

　　　　　　　　　　栗原弘一（気象庁長期予報課）

　東京の出梅日と1月の137◎E線上の海面水温（6。N，

24。N）には高い相関が見い出されていた．そこで最近

のdataを追加して，海面水温だけでなく水深1，200m

までの海水温data（1967～1981年）を用いて，東京の出

梅と1月海水温の関係を調査した．また，7月の127。E

線海水温data（1972～1982年）と東京の出梅および7月

の中部日本平均気温（∠T）との関係も調査した．その結

果，

1）　出梅と1・月海水温の相関は，6。Nでは高相関が持続

　されているが，24。Nでは相関が低下している．

2）1～6。N付近の水深50m位までの海水温は出梅と

　高い相関（7＞0．6）を示し，1。N（水深50m）でr＞

　0．8である．

3）　7月の海水温（5～10。N，深さ20mの平均）と東京

　の出梅には負の相関が，7月中部日本∠Tとは正の強

　い相関（7＝0．88）が見出された．中部日本の7月の

　天候が，同時期の低緯度地方海水温と密接に関係して

　いることが示唆される．

4）一方，1月（1◎N，50m）と7月（5～10。N，20m）

　の海水温は負の相関を示し，低緯度では1月海水温ア

　ノマリーは，7月には正・負の符号が逆転する傾向が

　あることが明らかになった．

　7月の中部日本の天候に関連して，大気一海洋間に上

記の関係が成立するために，1月の低緯度海水温と東京

の出梅が高い相関を示していると思われる．

　2．自己回帰式の500mb循環指数への実際的応用に

　　ついて

　　　　　　　　　　宮川和（気象庁長期予報課）

　時系列資料から予測する方法として，赤池の自己回帰

式と呼ばれる方法がある．この式は窺次の方程式の形を

しているが，①データ長Nを種々変化させ，②次数η2＝3
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×　／πとし，③予想期間の延長法として2通りの方法を

使って，長期予報課の北半球格子点から計算した極東域

の東西指数について予想を試みた．予想例として1980年

末の10半旬予想例を示したが，相関係数RニO．841の好

結果を得ている．1972～1982年の10年間について客観的

な検証を行った結果，相関係数の最大値の平均として

．R＝0．527，予想相関係数の平均と’してR＝0．125を得

た．

　また予想期関を延長する方法としては，予想値を最新

データとして入力する方法が比較的よいことがわかっ

た．また予想の相関係数をもっと上げる方法を開発する

必要がある．なお，この資料は現在本庁の長期予報課の

予想資料の一つとして使われている．

　3．北半球月平均気温の諸特性

　　　　　　　　荒井　康（気象研究所台風研究部）

Jones等（1982，M・w・R）が求めた北半球月平均気

温を用い，最近22年間のその特性を調べた．得られたい

くつかの結果は次のとおりである．

　（1）平均気温は持続性が大きい（Jones等も指摘して

いる）．

　（2）平均気温と1000／500mb層厚（zonal　meanから

の差）との冬季の相関分布では，シベリアと北米に正領

域，アリューシャンとアイスランド付近に負領域（土

0．5）があり，平均気温と高緯度の波数1，2の波とが関

連している（振幅に対して一〇・4程度の負相関）．

　（3）同じ相関分布から，亜熱帯循環が，平均気温との

関係において，北半球の循環に寄与’していることが示唆

された．

4．北半球500mb面高度の低下について

　　　　　　　田宮兵衛（気象研究所予報研究部）

北半球500mb面高度場の変動について調べる・一環と
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衛星画像で見た対流性の雲塊の変化と降雨域
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第3図平均TBB値（。C）と30分間雨量との関
　　　　係．平均丁朋値はアメダス観測点を中心
　　　　とする0．1緯経度内に含まれるすべての画

　　　　素のTBB値の平均値．　30分間雨量はTBB

　　　　の時刻を含む毎30分間値で，1010ZのTBB

　　　　に対しては1000Zから1030Zの降雨量が
　　　　対応する．

州山地を越えて移動しないのは，この降雨現象が地形の

影響を大きく受けている結果と考えられる．

　一方30分間雨量の最大値の出現状況を見ると，この降

雨は2個の降雨セルによって構成さ池ていることが分か

る．1110Z（B）までは低温度核C2に，それ以後は低温

度核C3に対応して出現しているが，いずれも低温度核

の温度が最低となると同時に相互の空間的対応関係は崩

れてくる．それぞれの降雨セルの移動速度は約60km／h

である．一方レーダーから求められた，強雨域に対応し

たニコーセルの移動速度は50km／hと観測されていた．

算出方法の違いや誤差を考慮すると両者はほぼ等しいと

考えられる．
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　（C）事例1，2に共通して見られる特徴

　広範囲に拡がった低温域内において，低温度核付近は

強雨域に対応し，その直径は約40km，TBBは一60。C

以下の領域である．また低温度核の分布は40～45km

と比較的規則的である．降雨強度は低温度核の発達期に

おいて強い．このため移動性の低温度核については，そ

の温度が最低となる以前において強雨域との対応が見ら

れるが，その後は空間的対応は悪くなる．低温度核が継

続して通過することにより，強雨域は比較的一定域に形

成される．

　（d）TBBと30分間雨量

　2つの事例における低温度核通過域の個々のアメダス

観測点を中心とした平均TBB値と30分間雨量との関係

を第3図に示した．観測点の延べ数は272である．図に

よると，一30。C以下になると5mm以上の降雨量が出

“
現
し易く，一50。C以下になると10mm以上の降雨量が

出現し易くなっている．また降雨量はTBB値が低くな

るにつれ幾何級数的に増加する傾向にあるが，同時にパ

ラツキも大きくなり，必ずしもTBBの値によるとは言

えない．このことは一地点のTBB値そのものと降雨量・

は直接的には関連づけられないことを示しているが，図

に見られるように，ある平均TBB値に対して最大の降，

雨量がほぽ図に示した曲線内に納まることは注目して良，

いだろう．
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して，その長期的変化傾向の地域的分布を明らかにし

た．資料は気象庁・長期予報課作成の半旬平均北半球

500mb面高度値である．北緯30。以北について面積補

正を行って平均をとったものは，1946～1980年の35年間

にかなりの低下を示す．

　同資料中の格子点197点ごとに35年間の直線的変化成

分を算出し，その分布を見ると，北太平洋東部，北米東

岸等で低下が大きい．他方，大西洋，ユーラシア大陸中

央部，カナダ・アラスカ付近には上昇域もある．これら

を超長波と対応させると，谷の部分で低下，峯の部分で

上昇という形になっている．

　しかしながら，解析方法の変更等にともなう資料の信

頼性に問題が残っているので，上述の結果の評価につい

ては，なお検討を要する．

1983年3月

　5．1979年2月のプロッキング現象のエリアッセン・

　　パーム7ラックスを用いた解析

　　　　　　　　佐藤康雄」井上長俊（気象大学校）

　FGGE期間中の1979年2月後半のブロッキング現象

について，エリアッセン・パームフラックスを用いた解

析を行い，プラネタリー波と平均東西流それぞれの時間・

変動とその相互作用について解析した．用いたデータは，

北半球，10，20，……1000mb15層の等圧面高度データ1

である．このブロッキングは，東西波数2のプラネタリ1

一波の異常増幅によるものであることがわかった．プラ

ネタリー波の異常増幅の直前に下部対流圏75◎Nの平均1

東西流は東風から西風に変わった．このことは，この西i

風強化が大規模山岳・海陸分布による非断熱加熱差など

によってプラネタリー波を線型的に励起しているように

推論させる．
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